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家族、財産を守るためには、火災予防！家族、財産を守るためには、火災予防！

こちらにあるのは火災予防の一部分です。
火災予防に関するご相談は、お気軽に消防署までご連絡ください。

予防課　222-0744

ご自宅を見て
□にチェック！

チェックがつかないところは、対策を考えてみましょう。
【対策例】消火器を置く、高い場所に物を置かない。

□周囲に燃えるものはない。
□間違った燃料が入っていない。

□地震時の対策をしている。
□家具を固定している。
□火災時の対策をしている。

□コンセントを定期的に清掃している。
□コンセントをたくさん繋げていない。

□調理中に、台所から離れない。
□定期的に清掃している。

□寝たばこをしていない。
□たばこは、灰皿に捨てている。

□住宅用火災警報器を設置している。
□住宅用火災警報器を点検している。
□住宅用火災警報器を交換した。
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ケ
ガ
や
病
気
の
中
に
は
、
日
常
生
活
の
中
で
少
し
の
注
意

や
心
が
け
で
防
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車
が
必
要
と

な
る
ほ
ど
の
大
事
に
至
ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
注
意
し

心
が
け
る
意
識
や
行
動
を「
予
防
救
急
」と
い
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
ケ
ガ
と
な
る
恐
れ
も
あ
る「
転
落
」に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

○
階
段
な
ど
に
は
手
す
り
を
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

　 

　
階
段
で
は
、
上
り
よ
り
も
下
り
の
方
が
、

転
落
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
階

段
に
滑
り
止
め
を
す
る
、
滑
り
に
く
い
靴

下
を
は
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

○�

ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落
を
防
ぐ
た
め
に
柵
を

配
置
し
ま
し
ょ
う
。

　 

　
転
落
を
防
ぐ
の
が
難
し
い
場
合
は
、
床
に
衝
撃
吸
収
用

マ
ッ
ト
を
敷
く
な
ど
、
転
倒
し
て
も
大
ケ
ガ
に
な
ら
な
い

よ
う
な
工
夫
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○�

大
人
が
脚
立
な
ど
を
使
用
し
て
作
業
を
す
る
と
き
は
、補

助
者
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　 

　
特
に
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
な
ど
の
身
体
機
能
は
高
齢

に
な
る
ほ
ど
低
下
す
る
た
め
、
つ
ま
ず
き
や
ふ
ら
つ
き
が

多
く
な
り
転
落
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

○�

子
ど
も
の
踏
み
台
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

　
子
ど
も
は
日
々
成
長
し
、
行
動
範
囲
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
昨
日
上
れ
な
か
っ

た
場
所
に
、
今
日
は
上
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
窓
際
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
踏
み

台
に
な
る
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

消
防
局
救
急
課　
℡
２
２
２
‐
０
１
６
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
拡
大
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
消
防
局
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
時
に
従
来
お
聞
き
す
る
内
容
に
加

え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

○
発
熱
症
状
の
有
無

○
せ
き
、
息
苦
し
さ
等
、
呼
吸
器
症
状
の
有
無

○
味
覚
、
嗅
覚
障
害
の
有
無

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
ま
た
は
感
染

疑
い
の
方
と
の
濃
厚
接
触
の
有
無

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
該
当
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
健
所

へ
連
絡
し
て
か
ら
の
対
応
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
下
表「
１
１
９
番
通
報
の
内
容
」を
参
考
に
、
ス
ム
ー
ズ

な
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

指
揮
統
制
課　
℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

正確な119番ができるように「119番通報メモ」
を切り取って電話の近くにおきましょう

119番通報の内容
消防指令センター 通報者

119番川越消防です
火事ですか　救急ですか

火事です 救急です

住所を教えてください
川越市（川島町）○○町□□
番地です

名前を教えてください ○○です
隣の建物を教えてください □□さん宅の隣です

近くの目標を教えてください
○○会社（公園や店舗）の北
側です

どうしましたか
（何が燃えていますか）

○○さん宅
が燃えてい
ます

人が倒れてい
ます
交通事故です

電話番号を教えてください
○○○–○○○○です

（119番通報をかけている電
話番号を伝えてください）

「
予
防
救
急
」
っ
て
な
に
？

「
予
防
救
急
」
っ
て
な
に
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

に
伴
う
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

119番通報メモ119番通報メモ

火事・救急は局番なしの「119」

住所
例：神明町48-４　川越地区消防局です。

目標
※ 場所確定のために隣の建物や隣人のお

名前を必ず聞きます。
例： ○○さんの家の隣です。○○会社の

北側です。

電話番号
その他、詳しい状況をお聞きしますので
分かる範囲で伝えてください。

✂︎キリトリ線

✂︎キリトリ線

✂︎
キ
リ
ト
リ
線
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川
越
市
消
防
団
団
長
の
栗
原
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
消
防
団
活
動
に

対
す
る
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
川
越
市
消
防
団
に
お
い
て

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
消
防
ポ
ン
プ
認
定
審
査
会

や
研
修
会
、
特
別
点
検
と
い
っ
た
行
事
や
活
動
が

軒
並
み
中
止
や
延
期
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
団
員
の

災
害
対
応
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
機
会
も
大
幅

に
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
火
災
や
自

然
災
害
へ
の
対
応
力
維
持
の
た
め
に
必
要
な
新
任

消
防
団
員
に
対
す
る
研
修
や
機
械
器
具
等
の
点
検

等
は
、
対
策
を
十
分
に
講
じ
た
上
で
実
施
し
て
お

り
、
研
修
で
は
ウ
ェ
ブ
教
材
も
一
部
で
活
用
し
て

お
り
ま
す
。
各
分
団
に
お
い
て
は
全
体
研
修
が
実

施
で
き
な
い
代
わ
り
に
分
団
長
を
始
め
と
す
る
先

輩
団
員
が
指
導
役
と
な
り
新
任
団
員
や
後
輩
団
員

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
や
経
験
で
蓄
積
し

た
技
術
や
知
識
を
伝
達
し
、
団
員
の
災
害
意
識
の

維
持
向
上
に
努
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
が
会
社
員
や
自
営
業
、
農
業

な
ど
の
仕
事
に
就
き
、
い
ざ
火
災
や
自
然
災
害
が

発
生
し
た
際
に
参
集
し
て
活
動
す
る
消
防
団
に

と
っ
て
組
織
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
や
団
員
相

互
の
意
思
疎
通
は
と
て
も
重
要
な
要
素
で
す
。
今

後
も
同
様
の
状
況
が
続
く
場
合
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
図
れ
る
か
が
課
題
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
の
た
め
に
は
継
続
し
た
団
員
確
保
は
不
可
欠

で
あ
り
、
制
度
面
で
の
充
実
を
図
る
な
ど
に
よ
り

消
防
団
の
魅
力
を
高
め
て
新
規
団
員
の
入
団
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
川
越
市
消
防
団
は
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
活
動
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
並
び
に
団

員
家
族
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
川
越
市
消
防
団
で
は
、
災
害
対
応
時

や
祭
礼
な
ど
の
警
戒
活
動
時
に
お
い
て
、

必
要
と
な
る
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に

伝
達
す
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
機

及
び
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機
を
導
入
し

て
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
団
本
部
並
び
に
各
分
団
に
配
備
さ
れ

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
無
線
機（
車
両
積
載

及
び
携
帯
）は
、
平
常
時
で
あ
っ
て
も

団
本
部
女
性
団
員
及
び
各
分
団
役
員
に

よ
り
定
期
的
に
電
波
を
発
信
し
て
通
信

状
況
を
点
検
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
無
線
設
備
を
常
に
万
全
の
状
態
に
維

持
し
、
通
信
を
行
う
団
員
の
無
線
技
術

向
上
を
図
る
こ
と
で
、
災
害
対
応
時
等

の
情
報
の
や
り
と
り
を
円
滑
に
し
て
被

害
の
早
期
発
見
と
軽
減
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消防団情報

川越市消防団だより川越市消防団だより 第10号第10号

消
防
団
長
あ
い
さ
つ

消
防
団
長
あ
い
さ
つ

これまでの研修や経験が活かされています。

装備品の点検安全運転研修

傷病者搬送補助訓練消火活動訓練

川越市消防団
団長　栗原隆

定
期
無
線
通
信
試
験
の
実
施

定
期
無
線
通
信
試
験
の
実
施無線機操作を学ぶ

消防団員
募集中

川越市に在住・在勤・在学中の18歳以上の方
【問い合わせ先】川越地区消防局�総務課　℡222-0741
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【災害時自分と家族を守る方法】研修会でスキルアップ
　川越市消防団女性団員は、スキルアップを目的として内外か
ら講師を招き団員向けの研修会を実施しています。今年度は消
防団の一員で防災士でもある田中団員が講師となり研修会を行
いました。
　女性団員は地域の防災教室などのイベントで指導役となるこ
とも多いので、このような研修会を通じて新しい知識の習得や
技術の向上に努めています。研修会では、災害時に想定される場
面ごとにポイントを押さえて行われました。

① 自宅や学校、職場などの危険度を事前に知るため川越
市から配布されている『地震ハザードマップ』『水害ハ
ザードマップ』を活用する。

② 非常時になってからではなく日頃から食料や飲料水
等の備蓄を心がける。

③ 地震による家具の転倒を防ぐために転倒防止装置を
つけておく。

④ 断水停電時には下水道が使えなくなる場合があるた
め、トイレについても備えておく。

⑤ 長期化する避難生活での健康維持には口腔ケアも大
切となるため、ウエットシートタイプなど、水を使わ
ずに使える口腔ケア用品も活用する。

⑥ 忘れてしまいがちな外出先での防災対策は、意識して
目的地周辺のハザードマップを確認し、避難所などを
共有しておく。

⑦ 台風は天気予報で進路や大きさ強さなどの事前情報
が得られるので、接近する前に建物被害を最小限にす
るための養生や停電への備え等を万全にしておく。

【団本部　齋藤由香団員】
　川越市消防団の女性団員１期生である私は、入団して17年目を迎えました。
現在は分団長としての職務を終え女性消防団員の顧問として、後輩団員たち
を見守っています。
　17年の間に、色々な経験をさせて頂きましたが、楽しくもあり、時に厳しく
もありました。しかしそれ以上に、目的意識の高い仲間たちの中で、沢山の事
を学べたからこそ、今の私があるのだと感じています。
　なによりも消防団を通じて沢山の仲間が増えました。今は休止中ですが元
団員とも山部でトレッキングに行ったり、食事に行ったりと絆を深めています。
私にとって消防団の仲間は財産です。
　現在も消防団員、一家の大黒柱、会社員、母親、可愛い孫と暮らすおばあ
ちゃんです。
　地域に根差し、同じ目的をもって活動する仲間になりませんか？貴方もなれ
ます地域を守る消防団員。

さまざまな経験や思いを持ちながら活動している川越市消防団の団員を紹介します。

子どもと孫のお宮参り

団 員 紹 介

イベントにて蝶野正洋氏と

研修会で習得した知識は、防災教室やイベントで活かされます。（写真は昨年度までのものです）
子供育成会産業フェスタ団員研修

対策を講じて行われた研修会

　コロナ禍の状況であっても、災害はいつ発生するかわかりません。もしもの時のことを考え、日頃から家族や身近
な人達と災害について話し合い備えましょう。

火事・救急・救助は119番-5-



　
令
和
２
年
12
月
13
日（
日
）、
川
島
消
防
署
に
お

い
て
、
消
防
ポ
ン
プ
車
両
の
納
車
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
川
島
町
消
防
団
の
保
有
す
る
消
防
ポ
ン
プ
車
両

の
老
朽
化
に
伴
い
、
配
備
か
ら
15
年
が
経
過
し
た

第
二
分
団
の
車
両
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　
納
車
式
で
は
、
小
川
団
長
よ
り
第
二
分
団
の
桺

川
分
団
長
に
鍵
が
引
き
渡
さ
れ
、
新
車
両
が
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
川
団
長
は「
車
両
、
装
備
、
ポ
ン
プ
の
取
り

扱
い
方
法
を
熟
知
し
て
、
災
害
現
場
で
そ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
語
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
納
車
式
後
に
は
、
メ
ー
カ
ー
担
当
者
か

ら
車
両
の
取
り
扱
い
や
ポ
ン
プ
・
装
備
の
操
作
方

法
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
桺
川
分
団
長
は「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

こ
の
車
両
を
し
っ
か
り
使
い
こ
な
し
、
地
域
住
民

の
安
心
安
全
の
た
め
活
動
し
て
い
き
た
い
」と
話

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
川
島
町
消
防
団
で
は
毎
年
、
年
の
瀬
に
特
別
警

戒
と
し
て
、
各
分
団
が
担
当
管
内
を
巡
回
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
歳
末
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す
る
機

会
が
多
く
な
り
、
火
災
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
警
備
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
と
住
民
の

皆
さ
ん
の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
と
と
も
に
火

災
予
防
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消防団情報

川島町消防団だより川島町消防団だより 第10号第10号

第
二
分
団
の
車
両
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

第
二
分
団
の
車
両
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

歳
末
特
別
警
戒

歳
末
特
別
警
戒

火事・救急・救助は119番 -6-



　令和２年11月15日（日）、川越地区消防局にて「令
和２年度新任団員実技研修」が実施されました。
　この研修は、入団３年未満の消防団員を対象にし
たもので、消防実技において基礎となる火災防御・救
助法・普通救命講習などの重要な内容を学びます。
　今年度は新型コロナウイルス感染防止対策で、研
修を２回に分け、密にならないよう人数制限をし、消
毒や健康管理を徹底して実施しました。
　参加した新任団員たちは講義に熱心に耳を傾け、
実技研修ではスキルを習得しようと積極的に取り組
んでいました。
　まだおぼつかない手つきではありましたが、早く消
防団活動に慣れて、活躍してくれることを期待してい
ます。

新�任�団�員�実�技�研�修

新
入
団
員
紹
介

「
こ
れ
か
ら
消
防
団
員
と
し
て
、
住
民
の

方
々
の「
安
心
安
全
」を
守
っ
て
い
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

第六分団
清水団員

「
こ
の
度
、
分
団
よ
り
お
声
が
け
を
い
た
だ

き
、入
団
を
決
意
致
し
ま
し
た
。地
域
の
皆

様
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、消
防
団
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」 第二分団

細野団員

　
み
な
さ
ん
が
、
知
っ
て
る
よ
う
で
意
外

と
知
ら
な
い
川
島
町
消
防
団
の
活
動
を

少
し
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
団
は
、
常
勤
の
消
防
職
員
が
勤
務

す
る
消
防
署
と
は
異
な
り
、
火
災
や
大
規

模
災
害
発
生
時
に
自
宅
や
職
場
か
ら
現

場
へ
駆
け
つ
け
、
そ
の
地
域
で
の
経
験
を

活
か
し
た
消
火
活
動
・
救
助
活
動
を
行
う
、

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
活
動
を
は
じ
め
、
川
島
町
な
ど
が

主
催
す
る
訓
練
や
行
事
に
参
加
し
、
消
火
訓
練
や
応
急
手
当
訓
練

な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
す
る
消
防
団

員
は
、
災
害
を
想
定
し
た
実
践
的
な
教
育
・
訓
練
を
重
ね
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
安
全
を
守
る「
地
域
防
災
の
要
」と
し
て
、
火
災
予

防
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
募
集

　
川
島
町
消
防
団
で
は
随
時
消
防
団
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
18
歳
以
上
の
川
島
町
内
に

在
住
・
在
勤
の
方
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
？

　「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

の
精
神
に
基
づ
き
、
年
齢
層
は
幅
広
く
、
会
社
員
、
自
営
業

者
、
学
生
な
ど
様
々
な
人
が
参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
川
島
消
防
署
消
防
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

川
島
消
防
署
消
防
課　
℡
２
９
７
‐
１
９
７
９

消
防
団
と
は
？

消
防
団
と
は
？

川島町消防団に新たに
仲間入りした団員を紹
介します！

火事・救急・救助は119番-7-



○令和２年第４回臨時会（令和２年12月24日開会）管理者提出議案
議案番号 議　案　名 議決結果
議案第12号 川越地区消防局・川越北消防署新庁舎建設事業用地の取得について 原案可決
議案第13号 令和２年度川越地区消防組合一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

川越地区消防組合議会が開催されました。川越地区消防組合議会が開催されました。

　
交
通
安
全
講
習
を

交
通
安
全
講
習
を

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
11
月
12
日
と
13
日
の
２
日
間
、
消

防
車
両
に
よ
る
交
通
事
故
の
撲
滅
を
図
る
た
め
、

東
武
バ
ス
ウ
エ
ス
ト
の
現
役
ド
ラ
イ
バ
ー
を
指

導
員
に
迎
え
、
交
通
安
全
に
関
す
る
講
習
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
、
き
ょ
う
あ
い
道
路
の
通

行
、
縦
列
駐
車
な
ど
を
行
い
、
運
転
技
術
、
事

故
防
止
意
識
及
び
運
転
手
と
誘
導
員
の
意
思
疎

通
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
で
得
た
知
識
、
技
術
を
活
か
し
、

今
後
も
安
全
・

確
実
に
消
防
車

両
を
運
用
し
、

迅
速
な
災
害
対

応
を
心
掛
け
て

い
き
ま
す
。

　「
災
害
時
に
お
け
る
無
人
航
空

「
災
害
時
に
お
け
る
無
人
航
空

機
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
の
協

機
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
の
協

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

　
令
和
２
年
11
月
１
日
、
株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ

ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
と
、
災
害
時
の
情
報
収
集
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

地
上
か
ら
の
情
報
収
集
が
困
難
な
場
合
、
民
間

事
業
者
が
保
有
す
る
無
人
航
空
機（
ド
ロ
ー
ン
）

を
活
用
し
、
空
撮
に
よ
る
情
報
収
集
を
実
施
す

る
も
の
で
、
被
災
状
況
の
全
体
像
を
速
や
か
に

把
握
で
き
、
有
効
な
災
害
対
策
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　
当
消
防
局
で
は
、
住
民
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
な
生
活
を
守
る
た
め
尽
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

消
防
局
警
防
課　
℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

消防局警防課　
℡222‐ 5891

写真左から
株式会社ジュンテクノサービス　代表取締役　引野　潤　様
川越地区消防局　消防局長　比留間 富雄

＊比率（％）の合計は、端数処理の関係で100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

令和元年度決算　　　　� 消防局総務課�TEL222-0741　

歳入

歳出

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金）� 5,039,892,692 円（92.9％）
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）� 6,541,193 円（��0.1％）
財産収入（基金運用の利子等）� 4,246,096 円（��0.1％）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）� 65,149,814 円（��1.2％）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）� 26,042,061 円（��0.5％）
組合債（金融機関等からの借入金）� 229,500,000 円（��4.2％）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの）� 51,244,000 円（��0.9％）
県支出金（一定の事業に使いみちを特定して県から交付されるもの）� 810円（��0.0％）
歳入合計　� 5,422,616,666円（�100％）

議会費（議員報酬等の議会運営費）� 5,658,634 円（��0.1％）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）� 4,039,935 円（��0.1％）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）� 5,016,743,382 円（93.7％）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）� 326,665,796 円（��6.1％）
予備費（予見することのできない歳出予算の不足に備えて計上される費用）� 0円（��0.0％）
歳出合計　　　　� 5,353,107,747円（�100％）

火事・救急・救助は119番　災害情報テレフォンサービス ℡0180-994-310　＊かけまちがいにご注意ください。

□発　行／川越地区消防局　総務課
　　　　　〒350-0823 川越市神明町48-4　℡049-222-0741
　　　　　http://www.119kawagoechiku.jp/
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